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すなわち例図によれば DE は(+) 勾配の曲線で， これに相当

する縦断聞は切取 de であり，切取全企は EE' 一 (- DD') で示

す。また EF は(ー)勾配の曲線で，盛土 ef を現わし，雄土全

企は EE'ー (-FF') である。 また V ，V，の切取の流用範囲は流

土曲線の第 l の山が水平線と交わった A 点，すなわち縦断面の

a-a' ま でとなり，切取の運搬方向は左から右となる。 同様に

V，V‘の盛土は bb' 総までの切取が流用されることを示すもの

で，土の巡織は右から左となる。(別所多喜次)

り ゅ うぼくど 立木度 (英) density of standing trees 材

積密度ともいい， 標準収後表の胸高断面ß'(合計と甘!IJJ主主也の胸高

断簡軍政の比。主として立木材WiiJ!11定の基礎としてつかわれる。

(高村毅次)

り e うほっきそんがいばいしょう 留保付損害賠償 荷主

が巡送品の不着事故について損害賠償を請求するにあたって，

賠償金を受取ったのちに，もしその迎送品が発見されたときに

は，賠償金を返還して，五E送品を受取りたい旨の条件をつける

こと。その請求をうけた鉄道管理局長は，その荷物の正当着駅

の駅長に対して荷物の到着または発見の場合における報告方 ・

保管 ・ 引波その他必要な処置について，あらかじめ指示をして

おき，その荷物を引渡すことができるようにな ったときには，

留保者に 1 月以内に既に支払った賠償金を返還して荷物を引取

るよう通知1を発する。もし留保者が 1 月以内に賠償金を返還す

れば荷物を引渡し， その申出がなければ留保権が消滅して，国

鉄がその荷物の所有権を取得する。(坪谷忠雄)

り ょう きんせいど 料金制度 鉄道や軌道はほかの述綿機関

と 同じように運送の対価として速貨を請求できることはL 、うま

でもないが，運賃のほかに各盛の料金を読求できる場合がある。

料金は迎送の対価ではなく ， 設備の使用，一定行為の許容，とく

に手数を援する手続等に対する報酬として収受するものである。

法令上では鉄道・軌道の料金を巡貨と同様に取扱うよう定め

られている事項がある。すなわち (1) 停車場に迎Jl表 ・ 料金

表その他迎愉に必要な諸規則を備えつけなければならないこと

(鉄道巡輸規程第 4 条，軌道運輸規程第 3 条) (2) 迎賃 ・ 料金

は監督官庁の穏可を受けなければならないこと(地方鉄道法第

21 条，軌道法第 11 条， 国有鉄道巡Jl法第 9 条の 2) (3) 鉄道

は巡貨 ・ 料金の正算払L、を請求することができること(鉄道巡

輸規程第 11 条)などの規定がこれである。

料金の中には乗車券の払いもどし手数料(鉄道jlli愉規程第 14

条)，託送手荷物の保管料(同第 45 条)，貨物の留置料および保

管料(問第 47 ・ 56 条)，貨車留賃料(同第 62 条)，姿償額表示料

(同第 30 条)，付添人料(同第 58 条)，勝本料(同第 53 条)， 畿械

総兵の使用料(同第 63 条)，被布および綱の使用料(同第 64 条)，

国鉄の寝台料金 ・ 急行料金(固有鉄道巡賃法第 6 条) などのよう

に法令において認められているものもある。

しかしながら鉄道・軌道業者も運送事業を営む商人であるか

ら，法令上特別の規定がなく と も ， その営業の範凶内において

他人のためにある行為をした場合は， これに相当する対価を請

求することができる。ただ鉄道 ・ 軌道は常に不特定な多数の人

を相手にして営業するのであるから，取扱いの公平を期するた

めにも，また事務上の不使を除くためにも一定の料金をあらか

じめ定める必要がある。すなわち普通乗車券の方向変更 ・ 経路

変更手数料， 定期乗車券の極類 ・ 区間変更手数料，入場料，貸

切扱取消の地合の空11王国送料，手回り品持込料， 荷物引i度証明

料， 配迷料，特別扱新聞紙 ・ 同雑誌承認手数料，証券手数料，

指図手数料， -11寺預り料， 軌間を異にする区間にまたがって運

送する車扱貨物の僚換に対する接続料などがこれに鼠するので

ある。なお地方鉄道 ・ 軌道の料金については，これらの区分に

かかわらず，基本的なも のは認可事項とな っ ている。

料金の舗数は以上のように多種多織にわたるので，これを収

受する原因別に分類してみるとつぎのとおりである。

l 一定の設備の使用の対価として収受するもの 土地 ・ 建

物等の使用料，桜布および綱の使用料， 国鉄の寝台料金，一時

預り料等。

2 一定の地域への立入りその他の行為を認めたことに対し

て収受するもの 乗降場への入場料， 客車内への手回り品持込

料。

3 旅客・荷主等の請求により鉄道 ・ 軌道において， とくに

処分したことに対する手数料として収受するもの 各極采車券

の払いもどし手数料，常通乗車券の方向変更 ・ 経路変更手数料，

定期乗車券の極類・区間変更手数料，要償額表示料，荷物引渡

証明料，付添人料， 荷物配達料， 特別扱新聞紙 ・ 同雑誌、承認手

数料， 接続料等で， その種類が最も多い。

4 鉄道 ・ 軌道が旅客・荷主等のために本来の義務以外の業

務を行い，設備の使用を制約されたことに対して収受するもの

各磁の保管料，留置料， 回送料等である。一」運賃制度。(鈴木

助治)

り ょ うこうかんせん 両交換線 連接線の両端をそれぞれ異

なる 2 つの電話交換所の交換慢に接続したもので，どちらの交

後所からも接続でき ， また必要ある場合には両交換所聞の中継

線としても利用することができる。(桐島武雄)

りょうし ゅ うしよう 領収証 (旅客荷主への)鉄道が旅客ま

たは荷主から運賃料金等を収入する場合は，乗車券頬・荷物切

符 ・ 貨物通知l脅等を発行交付するので，これらの証探は領収証

の性質を併有するから，とくに領収証として単独の帳表の交付

を援しない(しかし着払運賃料金および引換代金等を収入する

場合は， J哀歓の使宜上証票の交付を省略している)。ここにいう

領収証は員昼食料金，引換代金等直収入にかかる現金を収受した

ものに対し，旅客または荷主からとくに領収証の請求があった

場合に発行するもので，単なる現金領収の証であり ， 収入証票

ではない。

本告の様式は Ifl ・ 乙の 2 片制で， 甲片は支払者に交付， 乙片

は発行駅に保存する， (伊藤孝)

りょうばんせん 両磐線 東北本線一ノ関駅を起点とし， 薄

衣を経て大船渡線千厩駅を終点とする路線と，一ノ l鈎らか花泉

を経て千厩駅に至る路線とからなる国鉄自動車路線で，これを
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